
申請 No.25 

申請日：2020年 1月 10日 

申請/実施責任者：日置市役所 

場所：鹿児島県日置市 

居住者：当事者（85 歳、女） 

居住環境：持ち家/戸建て 

生活保護受給の有無：受給していない 

多頭飼育現場の猫の総数：14頭 

手術日：2月 3日、4日、5日、7日、10日、12日 

協力病院：森の動物病院 

チケット発行数：14 枚 

手術頭数：13頭（残り 1頭のオスを探すが行方不明で捕獲できず。発情期が始まり、現場

を離れた可能性あり） 

申請から不妊手術完了までの経緯（報告書より） 

1. >当事者は猫が好きで野良猫を放っておくことが出来ず、帰宅時に玄関前で

餌を与えていた。20～30年前ぐらいから飼養し始め、一番多い時期で 36

頭いたが、車に轢かれたりすることもあり 14頭になる。 

2. 餌やりの方法が間違っていたり、避妊・去勢手術をしなかった為に増えて

しまった。1戸建てではあるが、古い家のため、隙間から猫が出入りして

いる。 

3. 令和元年夏に当事者が亡くなり、当事者の知人が入院中は餌を与えてい

た。当事者が死亡したため猫の処遇について市役所・保健所・ボランティ

アに相談があった。 

4. 10月頃にボランティア団体、保健所から情報提供があり、当事者が死亡し

ており身内がいない状況で、親戚が遠方にいるが猫の飼育はできないとの

こと。 

5. 親戚に避妊去勢手術のことや、当事者の知人に自宅を使わせてもらうこと

など了承を得られた為、地域猫として対応していく。 

6. しっぽの会に相談。吹上地域のボランティアの方数名で、猫の餌やりやト

イレの世話などを行っていく。自治会長にも連絡を取り了承してもらう。 

7. 手術済の猫たちは、さつま・しっぽの会に連絡をもらい、ボランティアが

迎えに行き、現場にリリース。 

8. 14頭中、13 頭は 2月 12日までに手術を済ませリリース。 

9. >残り 1頭のオスを探すが行方不明で捕獲できず。発情期が始まり、現場を

離れた可能性あり。 



10. 里親募集を継続しながらボランティアの方が餌やりやトイレの世話を行っ

ていく。 

 
 

手術日 オス メス 耳カットのみ 計 

2 月 3 日 4 0 0 4 

2 月 4 日 0 2 0 2 

2 月 5 日 0 2 0 2 

2 月 7 日 1 1 0 2 

2 月 10 日 0 2 0 2 

2 月 12 日 0 2 0 2 

合計 5 9 0 14 

 
 
現場写真（支援前） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
現場写真（支援後） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 



 
今回の取り組みを振り返り、改善すべき点や今後の配慮事項（報告書より） 
・チケットを交付してくださいましたどうぶつ基金様には大変感謝しております。 
・本案件につきましては、初期の段階で高齢者世帯である当事者との交渉に相当な期間を要

し、周りの住民の苦情がヒートアップするなど、初期対応が上手くいきませんでした。 
・また、当該猫は手術が完了するまで放し飼いの状態であったため、当事者及び市役所にお

いても猫の正確な頭数の把握が十分に把握できず、チケットを余らせてしまいました。申し

訳ありませんでした。 
・どうぶつ基金様、ボランティアの皆様のおかげで結果的に全頭に手術が完了し心から御礼

申し上げます。ありがとうございました。 
 
 
どうぶつ基金スタッフコメント 
多頭飼育の当事者との交渉に時間がかかるケースは少なくありません。今回は、行政および

ボランティアの方々が粘り強く交渉したことで、全頭に不妊手術をすることができました。

ボランティアだけではなく行政もともに今後の見守りを続けていただくことで、近隣の方

の感情もさらに和らぎ、猫たちの幸せにつながっていくと考えます。 


